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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は農村地域における40～79歳の住民4,409人を対象として17.6年間追跡した長期

コホート研究により、心理的要因による死亡リスクを検討したものである。ベースライン

時に健康状態、生活習慣、社会・心理的因子に関する自記式質問票調査を行い、エンドポ

イントを死亡としてCox比例ハザードモデルを用いて生存分析を行った。その結果、生活習

慣や社会的要因を考慮しても、「他者から頼られているという感覚」を持っていない人ほ

ど死亡リスクが高まり、その傾向が女性よりも男性に強いことが判明した。本論文の内容

は、健康長寿をめざす公衆衛生学の分野で、他者から頼られるという感覚を持つことが長

寿の要因の1つとして有用であることを示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたも

のと認める。 
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